
富山高専商船学科の教員が携わる校務の概略について 
高専教育は 15 歳からの 5年間（商船学科は５年半）の一貫教育及び続く専攻科２年間のより専門的な教

育で、高い実践力を備えた技術者、ビジネスパーソンの育成を旨としています。教育内容や学生の年齢層の
広さから、教員は独創的・創造的な教育・研究活動の展開が可能です。高専教育に情熱を持って取り組んで
いただくために、商船学科教員の職務・職責の内容の主なものを記します。 
（１） 学級担任 
学級担任は，一学級 40 人程度の学生への勉学や生活指導など，学生生活全般にわたる指導を行います。

担任は高等学校と同様に毎日の教室清掃指導，学園祭、球技大会，カッターレース大会など各種行事の指導，
そして学生への個人面接や保護者との懇談など重要な職務です。加えて学外実習，見学旅行の引率指導，さ
らに就職・進学の進路指導（キャリア教育・インターンシップを含む）について強い意欲を持って取り組ん
でいただきます。 
（２） 授業 
商船学科教員の担当授業時数は，本科における講義が週約 6～8 時間，実験実習、各種ゼミ、卒業研究な

どが週約 12～20 時間です。そして専攻科の講義や実験実習がこれに加わります。定期試験は年 4 回あり,
成績不振学生に対する個別指導を行うことがあります。実験実習科目では，実験指導とレポート作成指導が
重要です。練習船実習では実践的指導を行います。そして教員相互に行う授業評価や年度末に行う学生の授
業評価などを通して，教育方法の継続的改善に取り組むことが求められています。 
（３） 卒業研究および特別研究 
卒業研究は，教員の密接な指導の中で成り立つ高専教育の最重要科目の一つであり、担当教員の強い指導

力が求められます。教員一人あたり 2～4名の学生を指導します。加えて専攻科学生１～２名を担当し，特
別研究の指導を行い学位授与機構への申請手続きも行います。なお，特別研究を受け持てるかどうかには教
員個人の審査があります。 
（４） 研究 
高専の教員は，学級運営全般及び教育面や学校運営への参画，そして研究面での業績も求められます。研

究に対する意欲的な姿勢と成果が学校全体の教育研究面の活性化を促し，地域社会への貢献にもつながる
ものです。全教員に科研費申請をお願いしています。 
（５） 社会貢献 
共同研究，受託研究，公開講座，出前講座など地域連携活動を展開しています。地域社会から様々な形で

本校に対する要望が寄せられており，積極的に地域社会に対して貢献する姿勢が要求されます。 
（６） 各種委員会・会議 
教務委員会，学生委員会，寮務委員会をはじめ各種委員会があり、それに所属することがあります。教務

主事，学生主事，寮務主事のもとにそれぞれの委員会メンバーが中心となって教育・生活指導を行います。
加えて定期的に教員会議や学科会議等が行われ、学内の情報交換や学校運営に対する意見の集約を図って
います。 
（７） クラブ顧問 
クラブ顧問としての日常的なクラブ指導があります。運動系は，高専体育大会（地区大会・全国大会）の

運営や高体連などの各種大会および練習試合の引率，合宿指導などがあり、文科系は各種発表会への参加及
び引率があります。 
（８） 学寮の宿日直 
原則として全教員に学寮の宿直又は日直（日直は土・日・祝日のみ）が月一度程度割り当てられます。200

名近い男女寮生を指導するこの職務は，本校教員の重要な教育業務の一つです。 


